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次の連立不等式の表す領域をDとする.{
x2 + y2 <= 25

(y − 2x− 10)(y + x+ 5) <= 0

(1) 領域Dを図示せよ.

(2) 点 (x , y)がこの領域 Dを動くとき, x + 2y の最大値M と最小値mを求めよ. また, M, mを与える Dの点を求

めよ.

(3) aを実数とする. 点 (x , y)が領域Dを動くとき, ax+ yが点 (−3 , 4)で最大値をとるような aの範囲を求めよ.
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次の連立不等式の表す領域を D とする.{
x2 + y2 <= 25
(y − 2x− 10)(y + x+ 5) <= 0

(1) 領域 D を図示せよ.

(2) 点 (x , y)がこの領域 D を動くとき, x+ 2y の最大値M と最小値mを求めよ. また, M, mを与える D の点を求めよ.

(3) aを実数とする. 点 (x , y)が領域 D を動くとき, ax+ y が点 (−3 , 4)で最大値をとるような aの範囲を求めよ.

(1) 右図斜線部. 境界含む.
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(2)【方針】逆像法

点 (x , y)がこの領域Dを動くときの x+ 2yの値域をW とおく.

k ∈ W ⇐⇒ ∃(x, y) (∈ D), x+ 2y = k

⇐⇒直線 lk : x+ 2y − k = 0がDと共有点を持つ · · · 1⃝

(i) lkが円 x2 + y2 = 25と接する⇐⇒ lkとO(0 , 0)の距離が 5

⇐⇒ k√
5

= 5

⇐⇒ k = ±5
√
5

第 1象限で接するときの kの値は y切片が正となるものなので k = 5
√
5 ,

接点は (
√
5 , 2

√
5 ).

(ii) lk が点 (0 , −5)を通る⇐⇒ k = −10
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(i), (ii)と右図より 1⃝ ⇐⇒ −10 <= k <= 5
√
5 なのでW : −10 <= x+ 2y <= 5

√
5 .

よって

{
M = 5

√
5 (x, y) = (

√
5 , 2

√
5 )のとき

m = −10 (x, y) = (0, −5)のとき

(3) (−3, 4) ∈ Dなので,

ax+ yが点 (−3 , 4)で最大値をとる⇐⇒ ∀(x, y) (∈ D), ax+ y <= −3a+ 4
2⃝

ここで Ea : ax+ y <= −3a+ 4 ⇐⇒ y <= −a(x+ 3) + 4とおくと,

Ea は定点 (−3 , 4)を通り傾き −aの直線およびその下側なので,

2⃝ ⇐⇒ D ⊂ Ea

⇐⇒ 3
4

<= −a <= 2 (右図より)

⇐⇒ −2 <= a <= − 3
4
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